
編
集
後
記

年
報
『
真
宗
文
化
』
第
二
五
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

本
号
に
は
、
第
四
七
回
光
華
講
座
の
本
庄
良

文
先
生
の
講
演
録
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
本
庄
先
生
は
、
イ
ン
ド
の
教
理
研
究
で

大
き
な
業
績
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
先
生
で
す

が
、
今
回
は
浄
土
宗
宗
祖
法
然
上
人
の
生
涯
と

思
想
を
、
和
歌
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
本
庄
先
生
に
は
、
ご
多
用
の

中
、
講
演
録
に
お
目
通
し
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
の
委
嘱
研
究
員
名
和
隆
乾

氏
、
横
山
剛
氏
の
論
文
を
掲
載
し
ま
す
。
初
期

経
典
の
四
無
量
心
を
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て

丁
寧
に
見
直
す
名
和
論
文
、
最
新
の
写
本
研
究

を
踏
ま
え
て
中
観
五
蘊
論
を
一
か
ら
整
理
し
な

お
す
横
山
論
文
と
い
う
、
二
人
の
若
い
研
究
者

の
力
作
を
お
届
け
し
ま
す
。

前
号
に
引
き
続
き
、
当
研
究
所
の
加
治
所
員

に
よ
る
『
義
足
経
』
の
翻
訳
研
究
を
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
加
治
所
員
が
主
催
す
る

漢
訳
仏
典
研
究
会
に
は
、
名
和
研
究
員
、
横
山

研
究
員
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
点
で
本
研

究
所
の
研
究
成
果
の
一
端
で
も
あ
り
ま
す
。

聖
典
読
書
会
、
聖
跡
巡
拝
も
、
参
加
い
た
だ

い
た
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
の
も
と
、
盛
況
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
に
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
阪
本
（
後
藤
）
純
子
先
生
を
講
師
に

お
迎
え
し
た
第
四
十
八
回
光
華
講
座
の
講
演
録

と
、
委
嘱
研
究
員
清
絢
氏
の
論
文
は
、
次
号
に

て
掲
載
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
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Ｏ
）

真
宗
文
化

第
二
十
五
号

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

発
行

京
都
光
華
女
子
大
学

発
行

真
宗
文
化
研
究
所

所
長

一

郷

正

道

京
都
市
右
京
区
西
京
極
葛
野
町
三
八

電
話
〇
七
五（
３２５
）五
三
八
三
（
直
）

E-m
ailsbk@

m
ail.koka.ac.jp

U
R
L
http

://w
w
w
.koka.ac.jp

印
刷

協
和
印
刷
株
式
会
社

『真宗文化』第25号平成27年度2016年3月発行（真宗文化研究所）




